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《資料1》平成16年度学生生活調査実施要領

1　調査の概要

調査の目的
　この調査は，各種の条件下における標準的な学生生活の状況を把握するとともに，学生

の家庭の状況からその経済的基盤を推定することにより学生の経済的実情を明らかにし，

もって国の奨学援助事業を改善充実するための基礎資料を得ることを目的とする。

B　調査責任者の役割（調査員を含む）

（1）被調査学生の決定
　　日本学生支援機構から依頼した調査数（調査員は，調査責任者から割当てられた調
　査数）を，後記の抽出方法によって抽出してください。
（2）「学生整理番号」の決定

　　抽出によって決定した被調査学生に［亜コから始まる連続の整理番号を付けてく

　ださい。（学部等に分担させた場合にも大学内で番号が重複しないよう調整してください）

（3）調査票の整理
　　全調査票に大学名，大学調査番号，学生整理番号を記入し，調査時期まで保管して

　おいてください。

2．調査の対象
　大学院，大学学部及び短期大学本科の学生。ただし，休学者及び外国人留学生は除く。

3．調査の時期
　平成16年11月

4　調査数
　大学院，大学，短期大学別，更に大学院については修士，博士別（調査票の調査項目の
説明を参照のこと），大学及び短期大学については昼間部，夜間部別に，下記の抽出率に

よって在籍学生（平成16年5月1日現在の学校基本調査による）から抽出した数とする。
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5　調査方法
　大学は，あらかじめこの調査の対象となる全在籍学生の中から，日本学生支援機構が依

頼した調査数だけの学生を無作為抽出方法（後記抽出方法参照のこと）によって抽出し，

所定の調査票で調査する。

H　大学における事務

1．調査開始前の準備

A　調査責任者の決定
　　大学は，担当職員の中から1名の調査責任者を決め，この調査の企画，運営に当たら
　せる。なお，大規模な大学等で調査責任者だけでは実施しがたい場合には，学部別等に
　調査員を定めて分担させる。この場合，各調査員に分担させる調査数は，前記4の「調

　査数」の抽出率により抽出した数とし，各区分毎の抽出率は厳守すること。

2．調査の実施
（1）ll月1日以前に被調査学生を集め，この調査の趣旨，内容等を説明し，調査項目につ

　いて理解を深めてください。
　　特に，調査項目のうち∬の（9）「年間支出額」については，C～Jの各項目ごとにll月
　分の支出メモをとってもらうとともに，皿の（19）「家庭の年間所得総額」については，家

　庭とよく連絡させる等の指導をしてください。

　　なお，調査票け，滅失のおそれがあるので，できるだけ大学で保管して置くことが望
　ましいです。
（2）12月1日以降に被調査学生に出頭を求め，調査票の全項目にわたって必要事項を自記

　させ，直ちに全調査票を回収してください。

3．調査後の整理と報告
（1）調査責任者は，全調査票を点検してください。

　　特に，①豆の（9）の「（A）授業料」及び「（B）その他の学校納付金」

　　　　②Hの（8）の計と（9）の計（収入，支出の差が著しく大きくないか）

　については十分点検し，誤りがあれば訂正してください。

　　また，調査できなかった票については，その理由を，大学調査員記入欄の調査不能理
　由のうち該当する番号を□内に記入してください。

（2）全調査票（調査できなかった票を含む。）を取りまとめ，次の様式による「調査票回

　収枚数一覧表」を付して，一までに日本学生支援機構調査研究課あて送付

　してください。なお，提出にあたりましては送一趾
　塗豊してください。

（様式）
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調査票回収枚数一覧表
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この調査は，全国の学生の中から平均1．74％程度の抽出率による標本調査であり，その
精度を高めるためにも，調査票の全数回収は極めて重要です。また，調査結果をできる
限り早く得るため提出期限を厳守されるよう，特段の配慮をお願いします。
大学調査番号欄には，「・ノ’16　当六　…回　にお1る営藩　　口を記　して　だ
さい。

皿　被調査学生の抽出方法

1．抽出方法
（1）　まず，平成16年5月1日現在の大学院，大学学部及び短期大学本科の在籍者（外国人

　留学生及び休学者を除く。）を，大学院については，修士，博士の別，大学及び短期大

　学については，昼間部，夜間部別に分類する。
（2）上記（1）によって分類したそれぞれについて，この分類ごとに日本学生支援機構が依頼

　　した調査数だけの学生を次の（3）の方法により抽出する。

　　　なお，調査数の多い大学にあっては，上記の分類を，更に男女別，学部別，年次別等

　　に学生数に応じて配分しておく。
（3）　それぞれの分類ごとに被調査学生を抽出するには，学生数が少ないときは，全学生に

　　対応する「くじ」を作り，調査数だけの「くじ」を引いて被調査学生を決定する。

　　　もし，学生数が多くて全学生分の「くじ」を作ることが困難な場合はまず，

　全　学　生　数
　抽出すべき調査数二N（抽出間隔）

　　を計算する。それから，学生名簿の1番からN番目までの者について「くじ」を作り，
　　その中から1人を抽出し，その抽出された者からN番目ごとの学生を取れば，所要数だ

　　けの被調査学生を決定することができる。

2．抽出上の注意
（1）抽出方法は，必ず前記の無作為抽出方法により，抽出者の作為は，断じて排除するこ

　　と。

（2）抽出により決定した被調査学生は，断じて変更しないこと。もし，調査困難な者が対

　象となっても，できるだけ調査に務め，調査不可能となった場合は，調査票の該当欄に

　不能理由を記入するだけでよい。
（3）前記の抽出方法で正しく実施した結果，その大学だけでは偏りがあると思われる対象
　　が選ばれても（例えば居住別などが特定の者に偏っても），それらは，全国的集計によ

　　って確率的に調整されるため，抽出結果を主観的に修正しないこと。
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